
 

事案名 別府湾周辺の事案 （大分県４４－１） 

分類 ○生産・保有 

○廃棄・遺棄 

○発見・被災・掃海等処理 

資料 ・証言〔１〕 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料１の２〔２〕 

・「毒瓦斯及其ノ充塡兵器処理ニ関スル件」昭和２０年９月〔３

・「日本海軍ニ於ケル化兵戦関係概況」（日付なし）〔４〕 

・ Reports on scientific Intelligence Survey in Japan

September & October １９４５.  Vol. IV Chemical Warfare １

１-NOV-４５〔５〕 
・『相模海軍工廠』１９８４年〔６〕 
・『朝日新聞』昭和４７年５月２８日〔７〕 

・「各航空廠引渡目録」２/２〔８〕 

・『山陽新聞』昭和４７年５月２５日〔９〕 

・『朝日新聞』昭和４７年５月２４日〔１０〕 

・『毎日新聞』昭和４７年５月２４日〔１１〕 

・『朝日新聞』昭和４７年５月２４日大阪夕刊〔１２〕 

・「鹿児島地区（出水、人吉、富高、鹿屋を含む）引渡目録」昭和

２０年１０月〔１３〕 

・「浜名湖に投棄された軍用ガスの処分について（通知）」１９４

９年１２月２８日〔１４〕 

・「別府湾に遺棄されたイペリット毒ガス弾其他に因る漁業被害の

補償陳情」昭和３１年３月〔１５〕 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔１６〕 

・証言〔１７〕 

・「毒ガス弾等調査資料」昭和４７年６月５日〔１８〕 

・『西日本新聞』昭和２９年４月１３日〔１９〕 
・『大分合同新聞』昭和２９年５月２６日、５月２９日、６月７日

７月１７日、７月２６日、８月２１日〔２０〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状

況(14.6)」〔２１〕 

・「旧軍毒ガス弾の資料調査について（報告）」（昭和４７年７月１

１日）〔２２〕 

・『毎日新聞』昭和４７年５月２５日〔２３〕 

資料内容概要 

 

 

 

 

 

 

終戦時に、大分県内では、国鉄久大線旧宮原トンネルに、イペ

リット鉄ガメ１,８００個（９０,０００ｋｇ）が保有され、耶馬

渓に、６０ｋｇイペリット爆弾約５,０００発が保有されていた

終戦後、旧日本軍により、別府湾に、６０ｋｇイペリット爆弾が

遺棄され、また、米軍の監督指示により、別府湾に、６０ｋｇイ

ペリット爆弾等が廃棄された。その後、昭和２９年頃から、別府

湾では、イペリット爆弾による被災が発生したため、昭和３０年

水
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から昭和３１年までに、自衛隊が掃海を行った。 

 

○生産・保有情報 

・元第十二海軍航空廠軍人の証言等よれば、終戦時に、国鉄久

大線旧宮原トンネルには、第十二海軍航空廠大分工場のイペ

リット鉄ガメ１,８００個（９０,０００ｋｇ）が保有されて

いた〔１〕〔２〕。 

・昭和２０年９月９日に、大分県耶馬渓には、６０ｋｇイペリ

ット爆弾約５,０００発が保有されていた〔３〕〔４〕〔５〕

〔６〕。 

・終戦時に海軍は、イペリット爆弾を大分県玖珠郡のトンネル

内に６００発、大分県湯布院町近くに４,４００発を保有して

いた〔７〕。 

・資料によれば、終戦後、第十二海軍航空廠大分に、６０ｋｇ

一号爆弾２，３５１発を保有していたと記載されている〔８〕。

 

○廃棄・遺棄情報 

・昭和２０年８月２３日ごろに、海軍少尉の命令で、第１２海

軍航空廠の一等兵曹の兵装係員が同僚６人と計５,０００発

の爆弾を別府湾に投棄した〔７〕。 

・終戦時に、貨物自動車運送会社に旧海軍大分航空廠から「米

軍の進駐で毒ガス弾を保持していることがわかると困るか

ら」と投棄を要請されて、貯蔵庫代わりのトンネルから毒ガ

ス弾約４,０００発と爆弾類を輸送し、大分市西大分の大分港

沖合い６キロ以上の海域に投棄した〔９〕〔１０〕〔１１〕〔１

２〕。 

・昭和２０年１１月２５日から１２月４日までに大分港と日出

港の中間の位置の水深６０ｍの場所に米軍の監督、旧日本軍

の立会いで、六番一号陸用爆弾３,８１１個を海中投棄した

〔１３〕。 

・昭和２１年８月頃までに、米軍の監督指示により、イペリッ

ト型薬缶２,３５１個（内容量計３９,９６７ｋｇ）が海洋投

棄された〔１４〕。 

 ・終戦当時貯蔵していたイペリット爆弾３,８１１発とその他の

砲弾薬など約７,０００トンを別府湾に投棄した〔１５〕。 

・証言及び「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」によれば、

進駐軍の命により、別府湾沖豊後水道に、イペリット鉄ガメ

１,８００個（９０,０００ｋｇ）が、投棄された〔１〕〔１６〕。

 ・別府湾への海洋投棄に携わったと主張する第１２海軍大分航

空廠のパイロットの証言によれば、「上官の命令で、毒ガス弾

を別府湾の中央部に船で５０本程度投棄した」と記載されて

いる〔１７〕。 

 

250 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和２９年３月１６日に、爆発物等引揚業者が作業中にイペ

リット爆弾１発を引き揚げ、作業員３名が負傷した。海上警

備隊に処分を依頼した〔１６〕〔１８〕。 

・昭和２９年４月１０日に、漁民がイペリットで被災した。こ

れまでの被災者数は３７人に達した〔１９〕。 

・昭和２９年５月２５日から２８日までに、別府湾で調査のた

めに小規模な掃海を実施し、ガス弾を６発と通常弾などを引

揚げ、電探による投棄個所は８０数箇所にのぼることを確認

した。厚生省国立衛生研究所がガス弾の中身をイペリットで

あることを検査で確認した。別府湾の掃海は防衛庁が実施す

ることを確認した〔２０〕。 

・昭和２９年５月２４日から２９日までに、別府湾でイペリッ

トガス弾６発が発見された〔１６〕。 

・昭和２９年６月１４日から１９日までに、別府湾でイペリッ

トガス弾６発が発見された〔１６〕〔２１〕。 

・昭和２９年１０月６日から１３日までに、別府湾でイペリッ

トガス弾が発見（数量不明）された〔１６〕〔２１〕。 

・毒ガスによる被災により治療を受けた者の人数は、次の通り

である。昭和２７年１１名、昭和２８年２名、昭和２９年３

名〔１５〕。 

・昭和２９年３月にサルベージ業者が砲弾を引揚げ中、毒物に

よる被災が発生した。昭和２９年３月下旬から６月下旬まで

に、大分県と第７管区本部及び呉地隊は、イペリット弾の調

査を実施した。昭和２９年７月に、大分県からイペリット弾

の引揚げ処理について国に陳情書が提出された。昭和３０年

４月に、関係省庁の統一見解により、防衛庁が引揚げ処理を

実施することが決定した。昭和３０年９月１５日から昭和３

１年１２月６日まで、呉地隊の計画及び作業の指揮、監督な

らびにサルべージ会社からの傭船によりイペリット爆弾２，

４９８発を引揚げ、海中投棄処分を実施したとする資料と〔２

２〕〔２３〕、引き揚げたイペリット爆弾を２,４９４発とする

資料〔１６〕と、イペリット弾１,３６０発、ガス弾の疑いが

あるもの１,１３７発、その他の砲弾・小銃弾など計４３５,

０００発とする資料がある〔９〕。 

・資料によれば、昭和３５年１０月１２日に大分県杵築市で、

６番陸用式（爆弾）１発が発見され、焼却処理されたと記載

されている〔２１〕。 

・昭和４５年６月１９日に大分県大分市から不明爆弾１発が発

見され、コンクリートで密封され海中投棄されたと記載され

ている〔２１〕。 

・昭和６１年９月１１日に、大分県安岐町（大分空港拡張工事

現場沖３００ｍ）で発見された旧海軍７０ｋｇイペリット爆
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弾１発について現物鑑定の要請があったが、以後中止したと

記載されている〔２１〕。 
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